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お
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地
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、
関
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域
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は
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で
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一
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。
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が
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や
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時
間
も
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、
災
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益
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化
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こ
れ

ら
の
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害
に
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、
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に
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や
救
命
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出
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護
が
で

き
る
の
か
防
災
部
会
の
役
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は
大
き
い
。
防
災
部
会
は
、

各
地
区
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
を

中
心
に
防
災
担
当
関
係
者
を

含
め
23
名
の
協
力
を
得
て
、

年
8
回
の
会
合
を
行
っ
て
い

ま
す
。
会
議
の
主
な
目
的
は
、

年
1
回
実
施
し
て
い
る
「
ま

ち
協
防
災
訓
練
」
を
如
何
に

減
災
・
救
命
救
出
救
護
対
応

が
で
き
る
か
を
考
慮
し
訓
練

計
画
を
立
て
る
こ
と
で
す
。

昨
年
の
台
風
19
号
の
襲
来
で
、

茅
ヶ
崎
市
は
約
8
千
人
の
避

難
者
を
経
験
し
た
こ
と
は
貴

重
な
体
験
で
、
数
多
く
の
問

題
点
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
、
今
後
風
水
害
対
応
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
計
画
」
す

る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

イ
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ン
ト
時
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移
動

支
援
の
取
り
組
み

～
も
う
１
度
あ
の
人
の
笑

顔
が
み
た
い
～

福
祉
部
会

部
会
長

吉
野

伸
子

2
月
12
日
に
松
林
公
民
館

で
松
林
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
主
催
の
「
長
寿
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
長
寿
会
は

年
4
回
、
松
林
地
区
を
4
つ

に
分
け
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
さ
れ
る
方
々
は
と
て
も

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
林
地
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ま
ち
ぢ
か
ら
協
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会
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部
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で
は
、
「
長
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」
に
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で
、

今
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で
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が
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で
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ま
で
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け
な
く

な
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方
や
家
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が
高
齢
に

な
り
送
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が
出
来
な
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な
っ

た
方
を
対
象
に
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を
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。
送
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・
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・
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保
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社
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法
人

慶
寿
会
の
協
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を
得
る
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が

出
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ま
し
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。
添
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に
は
担

当
地
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の
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委
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さ
ん
に
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い
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た
。
当
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ご
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頂
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方
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は
、

「
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や
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良
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っ
た
。

こ
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に
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も
ら
え
る
と

は
思
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な
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っ
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想

を
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し
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。
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、
１
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搭
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や
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よ
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者
の
声
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が
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が
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は
、
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は
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の
で
、
意

見
を
出
し
合
い
な
が
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前
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こ
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の
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と
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の
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を
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で
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解
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明
神
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で
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。
ま
だ

50
㎝
ほ
ど
の
高
さ
で
す
が
今

後
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。

毎
日
の
テ
レ
ビ
や
新
聞
の

ニ
ュ
ー
ス
で
交
通
事
故
や
詐

欺
被
害
が
報
道
さ
れ
な
い
日

は
あ
り
ま
せ
ん
。
松
林
地
区

の
安
全
・
安
心
に
役
立
て
ば

と
茅
ヶ
崎
警
察
署
を
お
訪
ね

し
て
最
近
の
治
安
関
連
状
況

を
う
か
が
っ
て
来
ま
し
た
。

最
初
に
生
活
安
全
課
長
の
笹

森
さ
ん
か
ら
、
茅
ヶ
崎
警
察

署
管
内
の
犯
罪
発
生
傾
向
を

お
話
頂
き
ま
し
た
。

特
殊
詐
欺
は
増
加
傾
向

刑
法
犯
の
発
生
は
平
成
14

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に

あ
る
が
、
振
り
込
め
詐
欺
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
す
り

替
え
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
現
金
を
引

き
出
す
手
口
が
増
え
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。
管
内
で
も

既
に
1
月
末
現
在
で
7
件
起

き
て
お
り
、
昨
年
比
プ
ラ
ス

3
件
の
発
生
と
な
っ
て
い
ま

す
。
主
な
手
口
と
し
て
、
警

察
官
・
デ
パ
ー
ト
従
業
員
・

銀
行
協
会
を
装
い
、
◎
あ
な

た
の
カ
ー
ド
が
偽
造
さ
れ
て

い
る
！
◎
新
し
い
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
に
変
更
し
て
！
◎
古

い
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預

か
り
に
伺
い
ま
す
◎
手
続
に

必
要
な
の
で
暗
証
番
号
を
教

え
て
！
な
ど
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
り
、
口

座
の
お
金
を
引
き
出
さ
れ
て

し
ま
う
の
で
す
。
又
、
電
話

で
家
族
や
市
役
所
・
警
察
・

デ
パ
ー
ト
等
と
思
わ
せ

◎

急
に
お
金
が
必
要
！
用
意
し

て
！
◎
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

を
預
か
り
ま
す
。

留
守
番
電
話
の
活
用
を

こ
ん
な
言
葉
を
電
話
で
聞

い
た
ら
「
サ
ギ
」
で
す
。
被

害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
常
に

留
守
番
電
話
の
設
定
が
有
効

で
す
。
犯
人
は
◎
留
守
番
電

話
を
嫌
い
ま
す
。
◎
常
に
留

守
番
電
話
の
設
定
を
！
◎
留

守
番
電
話
が
作
動
す
る
前
に

取
ら
な
い
で
！
◎
迷
惑
電
話

防
止
機
能
付
機
器
の
購
入
検

討
を
し
ま
し
ょ
う
！

そ
の
人
物
は
本
物
？

警
察
官
や
銀
行
員
な
ど
を

名
乗
っ
て
も
身
分
証
明
書
を

要
求
し
た
り
、
そ
の
場
で
所

属
先
へ
確
認
電
話
を
入
れ
る

の
も
被
害
防
止
に
大
変
有
効

で
す
。
信
じ
る
前
に
ま
ず
確

か
め
て
下
さ
い
。

自
転
車
盗
に
ご
注
意
！

松
林
地
区
で
昨
年
発
生
し

た
犯
罪
で
は
、
侵
入
盗
は
空

巣
狙
い
１
件
の
み
で
自
転
車

盗
は
6
件
で
し
た
。
茅
ヶ
崎

市
内
の
自
転
車
盗
は
県
下
で

も
上
位
を
占
め
る
発
生
率
で
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
無
施
錠
で

し
た
。
自
転
車
は
自
宅
敷
地

内
で
も
必
ず
カ
ギ
を
か
け
て

下
さ
い
。

中
山
交
通
課
長
か
ら
は
、

松
林
地
区
の
今
年
に
入
っ
て

か
ら
の
交
通
事
故
発
生
状
況

と
事
故
防
止
の
た
め
の
注
意

事
項
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

茅
ヶ
崎
市
は
平
た
ん
な
土
地

が
多
い
の
で
自
転
車
利
用
者

も
多
い
分
、
自
転
車
が
絡
む

交
通
事
故
が
多
い
と
の
こ
と

で
し
た
。
出
会
い
頭
や
自
転

車
と
歩
行
者
、
車
と
歩
行
者

の
事
故
が
目
立
ち
ま
す
。

ま
た
、
自
転
車
側
に
過
失
が

あ
る
場
合
、
処
罰
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
皆

様
の
交
通
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル

へ
の
意
識
改
革
を
お
願
い
し

ま
す
。

◎
相
談
は
茅
ケ
崎
警
察
へ

身
近
な
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る

ご
相
談
や
困
り
ご
と
は
、
茅

ケ
崎
警
察
署
住
民
相
談
係
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。
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ま
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ぢ
か
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協
議
会

会
長

細
田

勲

私
た
ち
は
、
児
童
の
通
学

時
に
見
守
り
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
」
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。

ま
た
、
児
童
が
横
断
中
に
は
、

協
力
い
た
だ
い
た
ド
ラ
イ
バ
ー

さ
ん
に
も
「
あ
り
が
と
う
」

と
軽
く
右
手
を
挙
げ
て
あ
い

さ
つ
を
し
ま
す
。

全
て
は
、
児
童
が
安
全
に
通

学
出
来
る
こ
と
が
最
大
の
目

的
で
す
。
さ
て
、
「
あ
い
さ

つ
」
と
防
犯
の
関
係
と
は
、

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
こ
ん
に
ち
は
」
等
声
を
か

け
ら
れ
た
人
は
自
分
の
存
在

を
認
め
ら
れ
、
認
識
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
事

に
よ
り
児
童
に
対
し
不
審
な

行
動
を
と
る
者
や
空
き
巣
そ

の
他
の
犯
罪
を
起
こ
そ
う
と

す
る
考
え
に
抑
止
力
が
働
き
、

犯
罪
行
動
を
躊
躇
さ
せ
る
と

共
に
犯
罪
の
発
生
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

地
域
の
安
全
と
安
心
を
守

る
た
め
に
も
一
声
掛
け
て
頂

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
松
林
地

区
が
ま
す
ま
す
住
み
よ
い
地

域
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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生
委
員
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員
松
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地
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協
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会会

長
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登
代
子

昨
年
12
月
厚
生
労
働
大
臣
・

神
奈
川
県
知
事
・
茅
ヶ
崎
市

長
よ
り
委
嘱
を
受
け
、
市
内

で
は
328
名
う
ち
松
林
地
区
で

は
30
名
が
新
た
に
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。

昨
年
は

台
風
15
号
、
19
号
の
襲
来
で

避
難
所
の
手
伝
い
、
気
に
係

る
高
齢
者
世
帯
、
独
居
の
方

の
安
否
確
認
等
を
行
い
ま
し

た
。
毎
年
台
風
予
報
で
は
、

あ
れ
こ
れ
心
配
は
し
て
も
昨

年
の
よ
う
な
事
態
に
ま
で
至

ら
ず
に
済
ん
で
き
た
松
林
地

区
で
し
た
が
、
今
後
は
避
難

行
動
要
支
援
者
制
度
の
活
用

や
行
政
、
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議

会
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等

と
の
連
携
を
よ
り
密
に
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
。
民
生
委

員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
の

方
の
相
談
相
手
と
し
て
、
ま

た
日
常
生
活
で
の
様
々
な
課

題
を
行
政
や
各
機
関
に
繋
げ

る
パ
イ
プ
役
で
も
あ
り
ま
す
。

お
困
り
の
際
は
気
軽
に
声
を

か
け
て
下
さ
い
。
私
た
ち
に

は
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。

身
近
な
民
生
委
員
・
児
童
委

員
、
主
任
児
童
委
員
に
ご
相

談
下
さ
い
。
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で
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や
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所
・
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・

デ
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ト
等
と
思
わ
せ

◎

急
に
お
金
が
必
要
！
用
意
し

て
！
◎
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ド

を
預
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ま
す
。

留
守
番
電
話
の
活
用
を

こ
ん
な
言
葉
を
電
話
で
聞

い
た
ら
「
サ
ギ
」
で
す
。
被

害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
常
に

留
守
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電
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の
設
定
が
有
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で
す
。
犯
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は
◎
留
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電
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を
嫌
い
ま
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。
◎
常
に
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の
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を
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◎
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が
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す
る
前
に
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な
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で
！
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防
止
機
能
付
機
器
の
購
入
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を
し
ま
し
ょ
う
！

そ
の
人
物
は
本
物
？

警
察
官
や
銀
行
員
な
ど
を

名
乗
っ
て
も
身
分
証
明
書
を

要
求
し
た
り
、
そ
の
場
で
所

属
先
へ
確
認
電
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を
入
れ
る

の
も
被
害
防
止
に
大
変
有
効

で
す
。
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る
前
に
ま
ず
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下
さ
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自
転
車
盗
に
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！

松
林
地
区
で
昨
年
発
生
し

た
犯
罪
で
は
、
侵
入
盗
は
空

巣
狙
い
１
件
の
み
で
自
転
車

盗
は
6
件
で
し
た
。
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ヶ
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市
内
の
自
転
車
盗
は
県
下
で

も
上
位
を
占
め
る
発
生
率
で
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
無
施
錠
で

し
た
。
自
転
車
は
自
宅
敷
地

内
で
も
必
ず
カ
ギ
を
か
け
て

下
さ
い
。

中
山
交
通
課
長
か
ら
は
、

松
林
地
区
の
今
年
に
入
っ
て

か
ら
の
交
通
事
故
発
生
状
況

と
事
故
防
止
の
た
め
の
注
意

事
項
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

茅
ヶ
崎
市
は
平
た
ん
な
土
地

が
多
い
の
で
自
転
車
利
用
者

も
多
い
分
、
自
転
車
が
絡
む

交
通
事
故
が
多
い
と
の
こ
と

で
し
た
。
出
会
い
頭
や
自
転

車
と
歩
行
者
、
車
と
歩
行
者

の
事
故
が
目
立
ち
ま
す
。

ま
た
、
自
転
車
側
に
過
失
が

あ
る
場
合
、
処
罰
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
皆

様
の
交
通
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル

へ
の
意
識
改
革
を
お
願
い
し

ま
す
。

◎
相
談
は
茅
ケ
崎
警
察
へ

身
近
な
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る

ご
相
談
や
困
り
ご
と
は
、
茅

ケ
崎
警
察
署
住
民
相
談
係
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。
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私
た
ち
は
、
児
童
の
通
学

時
に
見
守
り
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
」
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。

ま
た
、
児
童
が
横
断
中
に
は
、

協
力
い
た
だ
い
た
ド
ラ
イ
バ
ー

さ
ん
に
も
「
あ
り
が
と
う
」

と
軽
く
右
手
を
挙
げ
て
あ
い

さ
つ
を
し
ま
す
。

全
て
は
、
児
童
が
安
全
に
通

学
出
来
る
こ
と
が
最
大
の
目

的
で
す
。
さ
て
、
「
あ
い
さ

つ
」
と
防
犯
の
関
係
と
は
、

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
こ
ん
に
ち
は
」
等
声
を
か

け
ら
れ
た
人
は
自
分
の
存
在

を
認
め
ら
れ
、
認
識
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
事

に
よ
り
児
童
に
対
し
不
審
な

行
動
を
と
る
者
や
空
き
巣
そ

の
他
の
犯
罪
を
起
こ
そ
う
と

す
る
考
え
に
抑
止
力
が
働
き
、

犯
罪
行
動
を
躊
躇
さ
せ
る
と

共
に
犯
罪
の
発
生
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

地
域
の
安
全
と
安
心
を
守

る
た
め
に
も
一
声
掛
け
て
頂

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
松
林
地

区
が
ま
す
ま
す
住
み
よ
い
地

域
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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生
委
員
児
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委
員
松
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地

区
協
議
会会

長

小
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登
代
子

昨
年
12
月
厚
生
労
働
大
臣
・

神
奈
川
県
知
事
・
茅
ヶ
崎
市

長
よ
り
委
嘱
を
受
け
、
市
内

で
は
328
名
う
ち
松
林
地
区
で

は
30
名
が
新
た
に
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。

昨
年
は

台
風
15
号
、
19
号
の
襲
来
で

避
難
所
の
手
伝
い
、
気
に
係

る
高
齢
者
世
帯
、
独
居
の
方

の
安
否
確
認
等
を
行
い
ま
し

た
。
毎
年
台
風
予
報
で
は
、

あ
れ
こ
れ
心
配
は
し
て
も
昨

年
の
よ
う
な
事
態
に
ま
で
至

ら
ず
に
済
ん
で
き
た
松
林
地

区
で
し
た
が
、
今
後
は
避
難

行
動
要
支
援
者
制
度
の
活
用

や
行
政
、
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議

会
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等

と
の
連
携
を
よ
り
密
に
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
。
民
生
委

員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
の

方
の
相
談
相
手
と
し
て
、
ま

た
日
常
生
活
で
の
様
々
な
課

題
を
行
政
や
各
機
関
に
繋
げ

る
パ
イ
プ
役
で
も
あ
り
ま
す
。

お
困
り
の
際
は
気
軽
に
声
を

か
け
て
下
さ
い
。
私
た
ち
に

は
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。

身
近
な
民
生
委
員
・
児
童
委

員
、
主
任
児
童
委
員
に
ご
相

談
下
さ
い
。
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生
状
況

犯
罪
の
発
生
状
況

交
通
事
故
防
止
と
発
生
状
況

交
通
事
故
防
止
と
発
生
状
況

「
あ
い
さ
つ
」
は
防
犯

「
あ
い
さ
つ
」
は
防
犯



室
田
小
学
校

校
長

大
越

敏
孝

先
生

室
田
小
学
校
は
、
昭
和
54

年
4
月
に
松
林
小
学
校
か
ら

分
離
、
開
校
し
、
昨
年
度
で

創
立
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

「
あ
た
た
か
い
聴
き
方
」

「
や
さ
し
い
話
し
方
」
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
「
豊
か
な

心
を
持
ち
主
体
的
・
創
造
的

に
行
動
す
る
子
の
育
成
」
を

学
校
教
育
目
標
と
し
て
教
育

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
令

和
2
年
度
か
ら
は
、
特
別
支

援
学
級
「
松
の
実
教
室
」
も

開
設
さ
れ
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
本
校
の
特

色
の
一
つ
と
し
て
は
、
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い

る
「
あ
お
ぞ
ら
タ
イ
ム
」
が

あ
り
ま
す
。
毎
週
木
曜
日
の

昼
休
み
を
30
分
に
伸
ば
し
、

子
ど
も
た
ち
の
遊
ぶ
時
間
を

た
っ
ぷ
り
と
っ
て
い
ま
す
。

学
級
で
ど
ん
な
遊
び
を
す
る

か
相
談
し
、
子
ど
も
た
ち
も

先
生
も
校
庭
に
出
て
、
体
を

動
か
す
楽
し
い
時
間
で
す
。

室
田
小
学
校
区
青
少
年
育
成

推
進
協
議
会
の
方
々
を
は
じ

め
地
域
の
皆
様
に
は
、
見
守

り
活
動
や
子
ど
も
ま
つ
り
な

ど
様
々
な
行
事
を
通
し
て
、

温
か
く
子
ど
も
た
ち
を
育
ん

で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
を
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

室
小
5
年
岩
井
美
優
さ
ん
県

防
災
ポ
ス
タ
ー
で
受
賞

土
砂
災
害
防
止
に
関
す
る
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
、
「
神
奈
川
県
治
水
砂
防

協
会
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

円
蔵
中
学
校

校
長

中
村

一
生

先
生

本
校
は
昭
和
56
年

4
月
1

日
に
開
校
し
、
今
年
創
立
40

周
年
を
迎
え
ま
す
。
校
章
は
、

知
・
情
・
意
・
体
の
調
和
の

と
れ
た
人
間
性
豊
か
な
人
の

育
成
を
目
指
し
て
、
「
円
中
」

が
市
の
木
で
あ
る
ニ
セ
ア
カ

シ
ア
（
ア
カ
シ
ア
）
の
葉
で

ま
る
く
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
11
校
目
の
中
学

校
で
あ
っ
た
た
め
、
対
に
な
っ

て
い
る
葉
を
10
対
と
し
、
先

端
の
11
枚
目
の
単
葉
が
、
躍

動
す
る
本
校
を
表
し
て
い
ま

す
。
生
徒
数
は
特
別
支
援
学

級
も
含
め
、
380
名
程
度
の
中

規
模
校
で
す
。
培
わ
れ
て
き

た
「
温
か
い
学
校
」
を
崩
す

こ
と
な
く
、
さ
ら
に
和
や
か

で
温
か
い
空
気
で
学
校
全
体

が
包
ま
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
を
目
標
に
、
日
々
、
教
育

活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
「
地
域
貢
献
」
と
し
て
、

生
徒
会
が
中
心
と
な
り
、
毎

週
月
曜
日
に
登
校
し
な
が
ら

ゴ
ミ
を
拾
う
清
掃
活
動
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
共
に
育
つ
学
校
」
の
実
現

を
目
指
し
て
、
支
援
教
育
の

充
実
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
本
校
の
活
動
に
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

「
高
南
一
周
駅
伝
競
走
男
女

10
連
覇
達
成
」

松
林
地
区
体
育
振
興
会

会
長

五
反
田

敏
明

箱
根
駅
伝
に
次
ぐ
2
番
目

の
歴
史
を
誇
る
と
い
わ
れ
る

「
高
南
一
周
駅
伝
競
走
大
会
」

が
令
和
2
年
1
月
13
日
の
成

人
の
日
に
柳
島
ス
ポ
ー
ツ
公

園
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

松
林
地
区
か
ら
は
男
子
５
チ
ー

ム
・
女
子
２
チ
ー
ム
・
小
学

生
3
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し

た
。
10
連
覇
を
目
指
す
今
回

は
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
順
位
の

入
替
わ
り
の
激
し
い
レ
ー
ス

と
な
り
ま
し
た
。
5
区
に
襷

が
渡
っ
た
時
に
は
男
子
２
位
・

女
子
4
位
と
苦
し
い
展
開
の

中
、
ア
ン
カ
ー
勝
負
を
制
し
、

逆
転
で
男
女
共
に
ト
ッ
プ
で

ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
り
、
前

人
未
到
の
10
連
覇
を
男
女
揃
っ

て
達
成
し
ま
し
た
。

当
日
開
催
さ
れ
た
「
10
連

覇
達
成
記
念
式
典
・
慰
労
会
」

に
は
佐
藤
市
長
・
県
議
・
市

議
・
各
自
治
会
役
員
・
そ
の

他
大
勢
の
来
賓
者
を
迎
え
、

120
名
の
会
場
は
駅
伝
談
義
に

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
松
林
地
区
体
育
振

興
会
活
動
に
皆
様
方
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

中
赤
羽
根
自
治
会

中
赤
女
性
有
志
の
会
・

花
水
木
代
表

池
田

恵
子

赤
羽
根
山
を
背
に
、
緑
豊
か

な
地
に
位
置
す
る
自
治
会
で

す
。
570
世
帯
の
絆
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
行
事
が
「
心

に
残
る
夏
祭
り
」
。
会
場
は

赤
羽
根
山
の
麓
で
役
員
、
ス

タ
ッ
フ
が
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
っ

て
作
っ
て
い
ま
す
。
夏
祭
で

盛
り
上
が
っ
た
勢
い
は
、
そ

の
ま
ま
「
松
林
地
区
大
運
動

会
」
へ
と
繋
が
り
ま
す
。
一

昨
年
よ
り
開
催
し
て
い
る

「
中
赤
サ
ロ
ン
」
は
花
水
木

メ
ン
バ
ー
が
季
節
感
を
大
切

に
し
た
作
品
づ
く
り
、
ち
が

さ
き
体
操
や
ゲ
ー
ム
、
読
み

聞
か
せ
等
の
企
画
を
し
、
誰

も
が
参
加
し
や
す
い
サ
ロ
ン

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
少
子

高
齢
化
や
、
防
災
へ
の
対
策

に
は
益
々
交
流
の
場
が
必
要

で
す
。
中
赤
羽
根
自
治
会
全

体
が
一
丸
と
な
っ
て
関
わ
り

合
え
る
地
域
と
な
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
色
々
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

室
田
自
治
会

副
会
長

武
捨

良
一

当
自
治
会
は
、
室
田
小
学
校

付
近
か
ら
松
林
中
学
校
近
く

の
本
村
3
丁
目
の
一
部
の
間
、

室
田
通
り
東
の
松
林
2
丁
目

と
3
丁
目
の
一
部
を
含
む
会

員
数
約
780
世
帯
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
昭
和
40
年
代
に

は
室
田
の
中
心
部
は
水
田
で

し
た
が
、
現
在
は
住
宅
で
埋

め
尽
く
さ
れ
生
産
緑
地
を
除

く
と
僅
か
に
畑
地
が
残
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
、
大
地
震
時

の
ク
ラ
ス
タ
ー
災
害
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
に
備

え
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

し
毎
年
避
難
誘
導
訓
練
や
安

否
確
認
訓
練
、
移
動
式
ホ
ー

ス
を
使
用
し
た
放
水
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。
年
々
新
築

戸
建
住
宅
増
加
に
伴
い
、
子

育
て
世
代
の
会
員
が
増
え
、

運
動
会
や
自
治
会
活
動
に
も

活
気
が
増
し
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
転
居
に
伴
う
高
齢
者

の
退
会
や
空
家
増
加
と
世
帯

数
は
数
年
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
高
齢
化
で
参
加

者
が
減
少
し
た
「
室
田
長
寿

会
」
を
新
た
に
「
室
田
い
き

い
き
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
発
足

し
約
40
名
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
室
田
八
王
子
神
社
の
昨

年
の
大
晦
日
に
は
豚
汁
や
甘

酒
、
み
か
ん
、
お
餅
が
無
料

で
配
ら
れ
神
社
太
鼓
の
音
と

と
も
に
多
数
の
家
族
連
れ
が

賑
や
か
な
新
年
を
迎
え
ま
し

た
。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
自
治
会

会
長

井
野

孔
美

当
自
治
会
は
高
田

3
丁
目
、

4
丁
目
、
本
村
5
丁
目
の
各

一
部
地
域
で
会
員
数
は
約
800

世
帯
で
す
。
『
明
る
く
、
楽

し
い
、
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
街

づ
く
り
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
活

発
な
自
治
会
活
動
が
続
け
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
本
年

47
回
を
数
え
る
『
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
夏
祭
り
』
と
13
年
続
く

『
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
』
は
当

自
治
会
の
誇
り
で
す
。
他
に

も
歌
声
が
響
き
、
力
作
の
絵

画
や
切
り
絵
、
写
真
と
子
供

達
の
作
品
が
自
治
会
館
い
っ

ぱ
い
に
並
ぶ
芸
術
の
香
り
高

い
会
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も

あ
り
ま
す
。

近
年
は
初
期
に
住
ま
わ
れ

た
方
々
の
高
齢
化
が
進
ん
で

き
ま
し
た
が
、
若
い
世
代
も

徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
若
い
方
々
と
一
緒

に
自
治
会
活
動
を
推
進
し
、

良
き
伝
統
を
引
き
継
い
で
い

く
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

第8号 まちぢから松林タイムス 令和２年３月３１日 第8号 まちぢから松林タイムス 令和２年３月３１日

「春一番」ではあるまいに『新型コロナ
ウィルス』などと言うやっかいなものが
来てしまいました。東京オリンピック・
パラリンピックを控えて大きな心配が増
えました。しかし、昔の人も知恵を出し
合い、災害や疫病と戦い続けて今の私た
ちの暮らしを築いてきてくれたのです。

松林地区は災害とは縁遠い住みやすいと
ころと思っていましたが油断は大敵です。
昨秋の様に大きな台風もくるようになり
ました。祖先の人たちは天地、神・仏に
感謝し祭や様々な寄合に集まり絆を強く
していました。正月のどんと焼きに始ま
り、盆踊り・秋祭りと神仏に感謝し、地
神講・稲荷講・念仏などで絆を深めたの
です。近くのお地蔵さんや道祖神・馬頭
観音などを探してみて下さい。そのおか
れた位置は何と「外部からの不審者・疫
病を防ぐためのポイント」でした。

災害時の避難路探しとし
ても役立ちます。

さあ、出かけましょ
う。健康とステキな
出会いのために。

※今年はオリンピック・パラリンピック開催の影

響で例年の日程と若干異なっています。

大岡越前祭※新型コロナウイルス感染の
まん延・感染拡大防止の観点から中止
浜降祭 6月14日（日）
◎場所 サザンビーチ西側
松林地区市民集会 7月18日（土）
◎場所 松林公民館
ちがさき花火大会 8月22日（土）
◎場所 サザンビーチ
松林地区大運動会 10月11日（日）
◎場所 松林中学校
松林地区福祉バザー 11月1日（日）
◎場所 松林公民館
松林地区防災訓練 日時未定
◎場所 松林小学校
餅つき 12月6日（日）
◎場所 松林公民館

松林地区まちぢから協議会
運営委員会 原則毎月第３金曜日
◎場所 松林公民館
ふくろう塾
日程は子ども部会ホームページ参照
◎場所 松林公民館
おむすび松林
日程は子ども部会ホームページ参照
◎場所 高田１丁目民家

★詳細は松林地区まちぢから協議会の
ホームページをご覧下さい

２０２０行事予定

聞いて！私たちからのメッセージ

地域学習支援の「子ども未来塾」に通う子どもたちに
「遊び場について」率直な意見を聞きました！
Q:放課後にどのような所で遊んでいるか
A:校庭や体育館と自分の家、友達の家
Q:どんな遊びをしているか
A:追いかけっこ、ブランコ、かくれんぼ、ゲーム機
Q:遊んでいて困ることは？
A:遊ぶ時間がない、人数がいなくてできる遊びがあまりな
い、遊具がない
Q:どんな遊び場が欲しいか
A:アスレチック遊具やベンチがある広場、ボール遊びがで
きる金網公園、読書がゆっくりできる建物
Q:遊びや遊び場所のことで、大人たちにして欲しいことは？
A:雨でも遊べるところを作って欲しい・遊具を増やして欲
しい・ログハウスを作って欲しい・見守って欲しい・遊び場

を増やして欲しい・大きな公園が近くに欲しい
...私たち大人はこれに応えるためにどう行動していけ
ば良いのでしょうか~真剣に考える必要があります。
◎子ども未来塾の活動について◎

「地域で育てる地域の子ども」を合い言葉に、
無償で学習支援を行う団体です。対象は小学生
で学習支援を目的としています。参加条件は勉
強する気があること。きちんと塾のことを理解
した上で参加してもらいたいので、面接をし登
録制で行っています。また、お互い気持ちよく
学習し支援するために、「子ども未来塾心得」
を配布し参加のルールを決めています。現在、
６０名ほどの登録があり、室小、松林小、香川
小、鶴が台小の４校から来ています。
場所は下赤羽根自治会館です。
☆興味のある方はQRコードから
活動をご覧ください。学生や地域
の方の学習支援参加者も募集して
います。(代表：長谷川秀喜）

子どもたちからの提言

高
南
駅
伝

10
連
覇
！

学
校
紹
介

自
治
会
紹
介

松
林
地
区
情
報
局

松林自慢話 ひげじぃ歳時記


